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1．はじめに 
近年，高速道路での逆走事案が社会的な問題とし

て認知されている．国土交通省が平成 27 年 11 月に
「2020 年までに高速道路上で逆走事故ゼロを目指
す」という目標を公表し，国や高速道路会社は交通事
故・確保に至った逆走事案１)2)3)に基づき，対策を行
っている．逆走事案全体では 65 歳以上のドライバー
が約 6 割以上を占めている．逆走事案の動機別発生
件数（図１）では過失・認識なしに関しては 65 歳以
上のドライバーが約 6 割以上を占め，逆走対策が本
格的に実施されてから徐々にではあるが減少傾向に
ある．しかし，故意の逆走に着目すると，年齢別構成
は 65 歳以下が約 5 割以上を占めており，件数は横ば
いに推移している．また，逆走事案を動機別に分類す
ると，故意が約 4 分の１を占めており，割合として
は決して少なくない． 
そこで，本研究では故意の逆走時という行動のプ

ロセスの要素を想定した実験を行い，過失時の焦り
が故意の反規範的行為に与える影響について考察す
る． 

図１ 逆走発生件数の推移 

2．既往研究の整理と本研究の位置づけ 
高速道路上での逆走に関する研究としては，例え

ば，飯田ら 4)5)は，IC 流出時逆走に至る過程として，
目的 IC を通過するなどの行き先間違いが逆走のき
っかけである可能性を示唆しており，この結果から，

行き先間違いを防止すれば逆走発生の防止に繋がる
ことを示している．西村 6)は焦りが認知と行動に影
響を与えている状況に関して時間とプロセスという
概念を導入し，焦りに発展する思考及び，焦りへの対
処として認知面・行動面への影響を与えることを明
らかにしている． 
本研究では，これらの既往研究で得られた逆走時

の運転者内の時間経過に沿った過程及び，焦りに発
展する思考・状況などの知見を参照した上で，調査対
象を 65 歳以下とし，故意の逆走のケース別に分けた
プロセスに共通した過失・過失の認知・意識・判断・
行為という仮説に基づき，過失時の焦りが故意の反
規範的行為に与える影響について考察する． 
3．仮説 
故意の逆走は，高速道路上という瞬時の判断が求

められる状況で運転手自身が起こした過失に気づい
た時に目的の行動に近づけるために正しくない知識
を正当化（逆走することの確保・事故リスクを小さく
見積もること）をした上で規範意識の低下から，判断
と行動すること（図２）と考える． 
上記から，運転者が目的の行動とは違うというこ

と認知した上で，焦り状況下が負の影響を与え，反規
範的な意識をもとに逆走することのデメリットより
メリットが上回り，元々持っている規範意識の低下
したケースであると考える．また，その際に焦りが 

 
図２ 故意逆走時の逆走発生仮説 

キーワード：高速道路・逆走・故意・焦り 
仙台市太白区八木山香澄町 35－１  TEL:022-305-3533

66 46 57 50 31

98 109 71 77
47

69 71
45 41

16

26 23
34 32

16

0

100

200

300

2015 2016 2017 2018 2019

逆
走
事
案
発
生
件
数

2019年は6月時点

逆走動機別の逆走発生件数の推移
故意 過失
認識なし その他・不明

IV-59 土木学会東北支部技術研究発表会（令和元年度）



運転者の意識に負の影響を与えていると考え，以
上に基づき焦りの影響について検証を行う． 
4．調査概要 
 前述した仮説を検証するために，おもちゃである
「黒ひげ危機一発」を用いて実験を実施した． 
調査内容は，24 個ある黒ひげ危機一発の穴に剣を

2本刺してもらうこととした．黒ひげを飛ばせれば報
酬を与え，2本以内に黒ひげが飛ばなかった場合は報
酬なしと被験者に説明した．また，被験者には「刺し
た剣は抜いてはいけません」と説明し，実験中は被験
者一人の状態とした．上記の実験中は被験者に対し
て制限時間によるタイムプレッシャーを与えた． 
実験後には，被験者の属性及び，高速道路運転時の

過失の経験や被験者の普段の規範意識・損失への意
識と本実験によるプレッシャー時の規範意識・損失
への意識に関するアンケート調査も行った． 
調査は東北工業大学に在籍する学生 30 名（いずれ

も土木工学系の学生）に対して， 2020 年 1 月 17 日
～2020 年 1 月 20 日に実施した． 
5．結果と考察 
今回の調査を行った被験者の 30 名のうち現在普

通自動車免許保有しているのは 29 名であった．また，
高速道路で本来目的の出口を通り過ぎた経験がある
という回答は 10 名いた．上記の経験の際，目的の出
口を通り過ぎたことに気づいた時に、「とっさの判断
に追われた」という焦りが発現したことが示される
回答が 8 名いた．このことから，目的の行動とは違
う行動をしていたことに気づいた地点から焦りが現
れることが示される． 
実験後アンケートの質問項目で，「もし高速道路の

目的の出口を通ぎ，戻ること（転回）を決断する際に，
規範（道路交通法）・損失（金銭面，時間）・周りの目
のいずれを一番気にしますか」という質問において
回答者の 6 割が「規範」を選択した． 
尚，本研究で分析の対象となる実験において，剣を

２本刺して黒ひげが飛ばないことで報酬が貰えない
ことを認知し焦りを感じたと回答した被験者は 14
名いた．また，その後の被検者の行動として報酬が貰
えないことの認知をして規範的意識の低下の無い被
験者は制限時間が来るのを待つ傾向が見られた．一
方で，剣を２本刺して黒ひげが飛ばないことで報酬
が貰えないことの認知をし，「刺した剣は抜いてはい

けません」という規範を破り，刺し換える反規範的な
行動に出た被験者は 4 名いた． 
この４名の普段の規範意識と実験のプレッシャー

時の規範意識の比較を行った結果，普段の規範意識
から実験時の規範意識は共通して低下する傾向が見
られる．他にも，この４名に共通してみられる点とし
て，普段の時間や金銭面への損失意識から、実験のプ
レッシャー時の損失意識を比較した結果，実験のプ
レッシャー時の方が損失への意識が高くなる傾向が
見られた．また，上記 4 名の規範意識の低下・損失
意識の高くなる傾向の見られたケースに焦りが影響
を与えているかに関しては，4名とも報酬が貰えると
いう目的の行動ができていないと認知した地点から，
「何とか報酬を得ようと思った」「瞬時の判断に追わ
れた」「まだ今なら間に合う」といった焦りの認識が
見られ，焦りが負の影響を与えていることが示唆さ
れる． 
6．結論 
 本研究により，高速道路上における故意の逆走時
の過失を認知した際から，焦りが発現するケース・発
現しないケースがあり，反規範的な行動に出るケー
スでは焦りの発現及び影響が規範意識の低下・損失
への意識が高くなることが明らかとなった． 
 以上より，高速道路上の故意の逆走の低減のため
には道路交通法などによる罰則を強化し，規範意識
を低下させないこと．損失を大きくすることが有効
であると考察する．なお，本研究の検証にはリスク面
の追加検証が必要である． 
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